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一
連
の
ラ
イ
ブ
ド
ア
に
関
す
る
「
メ

ー
ル
」
問
題
に
つ
い
て
、
民
主
党
の
前

原
代
表
か
ら
改
め
て
３
月
２
日
に
お

詫
び
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
に

抜
粋
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
ラ
イ
ブ
ド
ア
問
題
審
議

の
中
で
、
永
田
寿
康
衆
議
院
議
員
が

取
り
上
げ
ま
し
た
、
「
メ
ー
ル
」
を
め

ぐ
っ
て
、
み
な
さ
ま
に
大
変
な
ご
心
配
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
お
叱
り
を
頂

戴
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
党
代

表
と
し
て
、
深
く
お
詫
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

民
主
党
は
、
２
月
28
日
に
、
永
田

議
員
が
取
り
上
げ
た
「
メ
ー
ル
」
は

堀
江
容
疑
者
が
発
信
し
た
も
の
で
は

な
い
と
の
調
査
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
永
田
議
員
を
処
分
し
、

議
員
は
昨
日
、
民
主
党
の
会
派
を
離

脱
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鳩
山
幹
事
長

は
自
ら
厳
重
注
意
処
分
を
受
け
、
野

田
国
会
対
策
委
員
長
は
辞
任
致
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
党
代
表
の
私
と
鳩

山
幹
事
長
が
公
開
の
記
者
会
見
で
、

正
式
に
、
国
民
の
み
な
さ
ま
、
自
民

党
・
武
部
幹
事
長
と
同
氏
の
ご
次
男

を
は
じ
め
、
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に

謝
罪
を
い
た
し
ま
し
た
。

永
田
議
員
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
国

対
委
員
長
か
ら
慎
重
な
吟
味
に
基
づ

く
質
問
を
促
し
て
い
ま
し
た
が
、
大

変
残
念
な
展
開
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
代
表
と
し
て
、
党
首
討
論
の
場

な
ど
に
お
け
る
私
自
身
の
発
言
内
容

に
つ
い
て
も
軽
率
の
誹
り
は
免
れ
ま
せ

ん
。
党
代
表
と
し
て
の
自
ら
の
発
言

に
つ
い
て
、
慎
重
の
上
に
も
慎
重
を
期

す
べ
き
で
あ
っ
た
と
猛
省
し
て
お
り
ま

す
。　

〜
中
略
〜

今
回
の
件
で
総
選
挙
敗
北
か
ら
立

ち
直
り
つ
つ
あ
っ
た
民
主
党
は
再
び
ゼ

ロ
か
ら
信
頼
回
復
に
臨
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。
い
ま
、
そ
の
責
任
を
強
く

噛
み
締
め
、
必
ず
や
お
叱
り
と
激
励

に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。
重
ね
て
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
自
身
、
今
回
の
前
原
代
表
を
始

め
と
す
る
党
執
行
部
の
軽
率
な
言
動

と
対
応
の
ま
ず
さ（
遅
さ
）に
強
い
憤

り
を
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
以
上
に
こ
の
間
皆
さ
ま
に
お
掛
け

し
た
ご
迷
惑
を
考
え
る
と
お
詫
び
の

し
よ
う
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

関
係
者
の
辞
任
と
辞
職
で
一
応
の

け
じ
め
は
つ
き
ま
す
が
、
私
も
今
回

の
問
題
を
教
訓
と
し
て
地
元
選
出
の

山
井
和
則
衆
議
院
議
員
と
一
丸
と
な

り
政
治
へ
の
信
頼
回
復
に
取
組
む
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
　 

『まちづくり学習会』のご案内 【どなたでもお気軽にお越し下さい】

2006年 4月22日（土曜日）日　時 国政報告 報告者：山井 和則 衆議院議員

場　所

入場料

東宇治コミュニティセンター

無　料

19：00～20：00

宇治市五ヶ庄三番割36-5　電話：0774－39－9183
（京阪・JR黄檗駅から徒歩５分）

市政報告 報告者：平田 研一 宇治市議

１．市町村合併について

２．宇治市の抱える課題（行財政改革・教育・福祉）について

３．まちづくり(地域課題)について

憧れの松下村塾（萩市）前で憧れの松下村塾（萩市）前で

メール問題に
ついてのお詫び

Hirata Kenichi City Assembly News
 Vol.06 HEAD TOPICS

【
平
田
研
一
の
見
解
】
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行
財
政
改
革
関
連

1質 問答 弁

�
市
の
仕
事
の『
事
業
仕
分
け
』実
施
に
つ
い
て

�
地
域
予
算
制
度
導
入
に
つ
い
て

　
　 

（
地
域
に
一
定
の
金
額
を
交
付
し
地
域
自
ら
が
優
先
順
序
を
つ
け
て
施
策
を
行
な
う
制
度
）

�
行
財
政
改
革
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

　
　 
（
地
域
課
題
は
地
域
で
解
決
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
）

　
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

【ひらた研一の見解】…事業仕分け

■
行
政
改
革
と
は
、
単
に「
職
員
数
を
減
ら
す
」「
予
算
を
減
ら
す
」と
い
っ
た
財

政
優
先
の
小
さ
い
市
役
所
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
は
な
く
、「
公
」の
果
た

す
べ
き
役
割
つ
ま
り
行
政
の
仕
事
の
範
囲
や
手
法
の
見
直
し
を
行
な
う
も

の
で
あ
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
既
に
各
地
で
採
用
さ
れ
実
績
を
上
げ
て
い
る

外
部
の
手
を
借
り
た「
事
業
仕
分
け
」を
本
市
で
も
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
本

市
の
事
務
事
業
見
直
し
は
、
市
職
員
に
よ
る
見
直
し
で
あ
り
限
界
が
あ
る
。

※
事
業
仕
分
け
と
は

自
治
体
の
事
務
及
び
事
業
を
要
・
不
要
に
分
け
、必
要
な
事
業
を
民
間
、都
道

府
県
、国
、市
の
ど
こ
が
実
施
す
べ
き
か
仕
分
け
る
方
法
。平
均
13
％
の
事
務
事

業
は
不
要
若
し
く
は
民
間
の
作
業
と
い
う
デ
ー
タ
ー
が
あ
る
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は（
経
済
産
業
省
の
報
告
書
よ
り
）

地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
、地
域
が
抱
え
る
課
題
を
、ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
継
続

的
に
取
組
む
こ
と
に
よ
り
、地
域
の
問
題
を
解
決
し
、新
た
な
雇
用
を
創
り
だ

し
て
、地
域
を
活
性
化
す
る
事
業
。

【ひらた研一の見解】

�
第
二
次
宇
治
市
定
員
管
理
計
画
を
策
定
し
平
成
23
年
度
を
目
標
に
約

１
割
（
１
４
０
人
）の
職
員
定
数
の
削
減
を
目
指
し
て
い
る
、そ
の
際
、
事

業
仕
分
け
方
式
に
近
い
手
法
を
取
り
入
れ
て
効
率
的
な
行
財
政
運
営

の
確
立
と
行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図
っ
て
い
く
。

�
本
市
で
は
ま
ち
の
特
徴
を
活
か
し
て
、コ
ミ
セ
ン
や
集
会
所
を
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
様
々
な
地
域
活
動
に
支
援
を
行
な
う
手

法
を
採
用
し
て
い
る
。

�
他
市
に
は
す
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成
・
支
援
を
行
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、本
市
で
は
今
後
の
検
討
・
研
究
課
題
と
し
て
い
る
。

福
祉
行
政
関
連
（
安
心
で
き
る
老
後
に
つ
い
て
）

2質 問答 弁

�
在
宅
介
護
の
充
実
に
つ
い
て

　
基
盤
整
備
の
状
況
及
び
サ
ー
ビ
ス
必
要
量
の
根
拠
と

　
緊
急
時
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
に
つ
い
て

�
施
設
介
護
の
充
実

　
待
機
情
報
の
把
握
と
施
設
の
評
価
に
つ
い
て

■
定
期
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
介
護
保
険
法
と
医
療
法
の
改
正
、
行
政
が
改

正
内
容
を
正
し
く
理
解
し
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、

利
用
者
や
納
税
者
で
あ
る
我
々
市
民
が
納
得
で
き
る
施
策
ば
か
り
で
は

無
い
。

今
回
の
改
正(

主
に
は
財
政
的
理
由)

で
高
齢
者
福
祉
は
施
設
か
ら
在
宅
へ

大
き
く
シ
フ
ト
す
る
が
、
情
報
が
少
な
い
こ
と
に
よ
り
不
安
感
を
招
い
て

い
る
方
が
多
い
、
正
し
い
情
報
を
い
ち
早
く
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
急
務
で
あ
る
。

�
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
平
成
17
年
度
整
備
予
定
が
国
庫
補
助
金
の

関
係
で
一
年
遅
れ
平
成
18
年
度
末
開
設
予
定
、そ
の
他
は
予
定
通
り
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
は
平
成
17
年
3
月
に
実
施
し
た
実
態
調
査

の
利
用
意
向
を
反
映
し
て
算
出
、緊
急
時
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
つ
い
て
は

平
成
18
年
度
に
取
組
む
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に
お
い
て
対
応

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

�
今
回
の
介
護
保
険
の
見
直
し
に
よ
り
全
て
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
運
営
状
況
に
関
す
る
情
報
の
公
表
を
義
務
付
け
し
、

そ
の
情
報
を
知
事
に
報
告
し
、知
事
が
内
容
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
市
と
し
て
も
利
用
者
が
活
用
し
や
す
い
情
報
提
供
を
検
討
し
て

い
く
。

2005年 12月 定例会報告
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【ひらた研一の見解】

教
育
行
政
に
つ
い
て

3質 問答 弁

�
安
全
・
安
心
の
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

宇
治
小
事
件
直
後
に
実
施
し
た
緊
急
対
策
に
つ
い
て
そ
の
後
検
証
を

行
な
っ
た
の
か
？

�
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
に
つ
い
て

活
動
場
所
が
無
い
こ
と
が
大
き
な
障
害
に
な
っ
て
い
る
、

小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
は
土
曜
日
の
午
前
中
一
律
に
空
け
て
あ
る
、

利
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
有
効
活
用
は
考
え
ら
れ
な
い
か
？

青
少
年
健
全
育
成
を
目
的
と
し
た
活
動
の
場
合

中
学
校
グ
ラ
ン
ド
の
夜
間
照
明
使
用
料
減
免
は
考
え
ら
れ
な
い
か
？

（
体
育
館
照
明
は
減
免
済
）

■
市
教
委
の
言
う「
開
い
て
守
る
」と
い
う
掛
け
声
だ
け
で
は
、
行
政
の
役
割

が
見
え
な
い
。
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
は
評
価
で
き
る
と
し
て
も
地
域
に

依
存
し
過
ぎ
て
い
る
。
子
ど
も
の
安
全
は
、
ま
ず
子
ど
も
自
身
が
危
機
回

避
能
力
を
つ
け
る
こ
と
が
肝
要
、
家
庭
や
学
校
で
の
教
育
・
指
導
が
不
可

欠
で
あ
る
。
そ
の
次
に
地
域
力（
犯
罪
抑
止
力
）が
問
わ
れ
、
地
域
力
向
上

に
は
各
小
学
校
に
設
置
を
義
務
付
け
た「
学
校
安
全
管
理
委
員
会
」へ
の

積
極
的
な
関
与
と
情
報
の
共
有
化
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
子
ど
も
の
安

全
は
市
教
委
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
全
市
挙
げ
て「
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
」に
取
組
む
べ
き
で
あ
る
。（
平
成
18
年
度
よ
り
実
施
）

育
友
会
を
始
め
各
団
体
が
熱
望
し
て
い
る
緊
急
通
報
装
置
が
未
だ
に
設

置
さ
れ
な
い
の
は
誠
に
残
念
。（
城
陽
市
は
設
置
済
み
）

�
平
成
16
年
４
月
に
学
識
経
験
者
ら
で
構
成
す
る
「
宇
治
市
学
校
安
全

管
理
に
関
す
る
研
究
協
力
者
会
議
」
を
設
置
し
、
安
全
管
理
の
あ
り
方

を
総
合
的
に
審
議
。「
開
い
て
守
る
」
と
い
う
取
組
み
に
よ
り
不
審
者
情

報
も
か
な
り
減
っ
て
き
た
と
認
識
し
て
い
る

�
グ
ラ
ン
ド
の
有
効
活
用
や
夜
間
照
明
使
用
料
の
減
免
は
、
実
施
に
向
け

て
検
討
す
る（
平
成
18
年
度
よ
り
実
施
）

平田研一 （2005年7月～12月）

鹿児島県人会総会
議会だより編集委員会
認知症予防講演会（スリーＡの増田先生）
議会だより編集委員会
市立幼稚園陳情
木幡中学校校区安全パトロール
民主党府連政調委員会
民主党府連NPOヒヤリング

民主党第6区幹事会
宇治駐屯地盆踊り
大久保駅街宣活動
JR宇治駅街宣活動
宇治市平和記念式典
笠取慰霊祭
衆議院選挙街宣活動
近鉄伊勢田駅街宣活動
近鉄小倉駅街宣活動
建設水道正副委員長会議
衆議院選挙街宣活動（菅直人前代表）
建設水道常任委員会
衆議院選挙山井さん出陣式
衆議院選挙街宣活動

3日
15日
21日
25日
26日
28日
29日
30日

4日�
6日�
8日
11日
15日
17日
21日
22日
23日
25日
28日
29日
30日
31日

衆議院選挙街宣活動
宇治市防火訓練（笠取小学校）
衆議院選挙投票日（山井和則さん当選！）
９月定例会招集日
木幡中学校体育祭
宇治市敬老会
９月定例会・全員協議会
宇治小学校運動会
建設水道常任委員会
９月定例会・一般質問

建設水道常任委員会
民主党６区幹事会
月定例会・最終日
議会だより編集員会
東宇治コミセン敬老会
宇治田楽まつり
宇治市緑化フェアー（植物園）
学校保健大会
東木幡連絡協議会
情報労連定期大会
木幡公民館まつり
決算委員会傍聴

1～10日�
10日�
11日
16日
17日
19日
21日
23日
26日

27～29日

4日
8日
12日

13日
15日
16日
20日
23日
29日
30日
31日

7
月

8
月

9
月

10
月

宇治市福祉祭り
議会だより編集員会
宇治市戦没者追悼式
東宇治コミセンまつり
地域懇談会
木幡中校区青少年健全育成協議会
建設水道常任委員会
建設水道常任委員会行政視察（柳井市・下関市・萩市）
おもろいやんか木幡（青少協）
宇治市都市計画審議会
宇治市技能功労賞表彰式
委員会行政視察報告
民主党府連政調委員会
臨時議会

スポーツ関係者懇親会
１２月定例会招集日
市長へ会派予算要望提出
１２月定例会・全員協議会
宇治小学校安全連絡会
１２月定例会・一般質問
建設水道常任委員会
１２月定例会・最終日、議会だより編集委員会

6日
8日
11日
12日
13日
14日
15日

16～18日
20日
21日
23日
24日
27日
30日

2日
5日
6日
7日
8日

12～14日
19日
26日

12
月

11
月
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最
初
に
言
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の
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ニ
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府
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事
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の
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て
い

な
い
3
月
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に
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を
書
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て
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配
布
は
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選
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す
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勝
敗
の
行
方
以
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の
が
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５０
％
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下
回
る
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挙
に
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義
が
あ
る
の

か
？
、
と
さ
え
感
じ
て
い
ま
す
。

「
誰
が
な
っ
て
も
同
じ
」と
、
う

そ
ぶ
く
方
も
い
ま
す
が
絶
対
に

違
い
ま
す
。
そ
し
て
な
に
よ
り

選
挙
に
は
多
額
の
税
金
が
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宇治市
2006年度予算

■ 市民一人当たり一般会計歳出性質別予算

会 計 名 平成18年度 平成17年度 増減 伸率（％）

一 般 会 計

特別会計合計

水道事業合計

総 計

51,800,000

44,496,200

5,024,050

101,320,250

50,450,000

43,162,400

4,688,884

98,301,284

1,350,000

1,333,800

335,166

3,018,966

2.7

3.1

7.1

3.1
◎総額で初の1千億円超え！

（単位　千円）

2006年度予算　3つのポイント

（1） 安全・安心のまちづくりの推進
㈰安全・安心まちづくり推進
㈪防災対策事業

4890万円
2億6050万円

（皆　　　増）
（318.3％増）

（2） 生活周辺維持整備の実施
生活周辺維持整備

（3） 宇治市発展特別枠－ゆめ創造21－の継続
各職場における創意工夫や発想の転換を促し、組織の
活性化をめざして、「独創的な宇治のまちづくりに資する」
をテーマに『宇治市発展特別枠－ゆめ創造21－』を
特例措置として継続

●2006年度予算編成方針（宇治市予算の概要より）

13億9270万円 （7.9％減）

ゆめ創造21事業 25事業 8681万1千円 （7.9％減）

本市の財政状況は平成16年度決算において、実質収支は黒字を確保したものの、単年度収支では6509
万5千円の赤字となり、7年連続の赤字となる厳しいものとなっています。特に、市政運営の要となる市税は、平
成16年度には約216億6千万円となり、平成10年度の約277億5千万円と比較して約61億円減少（△22.0％）
するという非常に厳しい状況です。
また、歳出においては、扶助費の増加が著しく、平成16年度には約94億8千万円となり、平成10年度の約
70億8千万円と比較して約24億円増加（33.9％）となっています。

◆使用料・手数料の改定

人件費
67,571円
25.0％

扶助費
54,684円
20.3％

繰出金
29,958円
11.1％

公債費
27,680円
10.3％

補助費
24,457円
9.1％

物件費
23,745円
8.8％

貸付金
13,074円
4.8％

普通建設事業費
19,866円
7.4％

その他
8,900円
3.3％

民主市民ネット
２００６年度予算編成に関する要望

2006年度(平成18年
度)予算編成にあたり、
私ども民主市民ネット
は、本市の抱える今日
的課題の解決と市民
要望の実現に向け、
従来続けてきた予算
要望型から議会・議
員としての責務、議決
機関としての機能、市
政全般のチェック・ア
ンドバランス機関とし
て、さらには市長与党
としての立場から「市
政運営３つの責任」
「宇治市政へ３０の提
言」「地域課題」の
三本柱としてまとめま
した。

社会問題にも自治体の責務として取組むこと

【市政運営３つの責任】

【宇治市政へ３０の提言】

㈵：未来への責任　～地方主権は行財政改革から～
　・５つの未来への責任
㈼：現在への責任　～安心・安全のまちづくり～
　・８つの現在への責任
㈽：過去への責任　～環境の保全と創造～
　・５つの過去への責任

※詳細は ひらた研一のＨＰ

  （http://www.wao.or.jp/hirata/）から活動
　をご覧下さい

（１）教育・文化・コミュニティ　・１１項目の提言

（２）子育て・福祉・人権

（３）産業・雇用

・１４項目の提言

・5項目の提言

◇斎場使用料
　市外利用者のみ16.67％値上げ（炉の2基増設に伴い）
◇下水道使用料
　22％値上げ（下水道整備着手遅れが工事費増大の要員
　受益者負担の原則に基づき赤字負担）

◇国 保 料
　5.4％の値上げ（介護納付金で収支不足を補う為）
◇介護保険料
　17.1％の値上げ（基準月額3,358円→3.933円）


